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Ⅰ.交渉方針 

(1) ブルー社(以下、B 社)の事業戦略 

   B 社は主要事業のアパレル事業に支えられ順調に収益を上げている。しかし、売上のほと

んどがアパレル事業に依存し、主要サービスの受託サービスがその 70%を占める。また、B

社の主要市場のアービトリア国 EC 市場は飽和し始めている。概して、B 社は事業分野と進

出地域が一極化しており、事業の多角化と市場の海外展開が大きな方針となる。 

 ロボット事業は始動から 3 年間赤字が続いている。アパレル事業に依存した現在の B 社の

状況を打開するためにも、ロボット事業の黒字化と成長分野への投資に注力する必要がある。

まずは、黒字化のためニーズに即した製品の開発と、販売チャネルの確保が必要となる。 

   アパレル事業は成長性のある海外市場への進出が必須となる。しかし、ネゴランド国では

B 社の知名度不足のため、ブルー・ビレッジ・ネゴランド(以下、BVN)の受託サービスでの

海外進出は芳しくない。一方で、集客等のサイト運営の手腕は世間から評価されている。ゆ

えに、他社EC支援サービスを中心に海外展開を図ることが海外市場進出の足掛かりとなる。 

 

(2) 交渉の位置付け 

   R 社は大規模な介護事業を展開している。そのため、実証研究において様々なデータを提

供してくれる開発パートナーであり、Ｂ社は、より現場のニーズに即した介護ロボットを開

発することが出来る。また、大口の取引先でもあり、重要な販売チャネルにもなる。 

また、R 社は、ネゴランド国におけるアパレル企業のリーディング・カンパニーである。

そのため、R 社の知名度を活かして R 社 EC サイトを成功させる事が出来れば、B 社のネゴ

ランド国における知名度を向上させる事ができ、今後他の企業からの受注増加が見込まれる。 

 

(3) 交渉方針 

 上記を踏まえ、ロボット開発論点（以下、ロボット論点）を EC サイト開発論点(以下、EC 論

点)より優先する。そのため本交渉の方針は下記 2 点となる。 

・ ロボット論点を EC 論点より先に話すことを提案する。 

 ・ 論点内で合意ができない場合は、EC 論点で譲歩し、ロボット論点でよりよい合意を目指す。 

※但し、EC 論点も今後のアパレル事業の方針に影響するため、EC 論点で優先順位の低い項

目を譲歩材料とすることは無い。 

次に、それぞれの事業における交渉目標と交渉戦略について記述する。 
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Ⅱ 交渉戦略 

1. ロボット論点 

(1) 交渉目標 

 

(2) 項目の優先順位 （◎…強く寄与 〇…寄与 △…あまり寄与しない ―…寄与しない） 

 

・ 知的財産権は、開発したロボットを販売する上での前提条件となる。 

・ 独占的利用期間は、期間が限定されている分、③の交渉目標への寄与は知的財産権に劣る。 

 

(3) 交渉の進め方 

 
※1 コミュニケーション・セキュリティ型ロボットを CS 型ロボットとする。 

※2 独占的利用期間には、⑴期間 ⑵最低利用台数 ⑶利用形態(販売/リース)の 3 つの要素がある事を

確認し、3 つの要素を包括的に話し合い合意を目指す。 

解決策 
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2. EC サイト開発論点  

(1)交渉目標 

 

(2) 項目の優先順位(◎…強く寄与 〇…寄与 △…あまり寄与しない ―…寄与しない) 

 

※ 継続支援サービス・開発の手数料の優先順位は B社の収益に与える影響度で判断 

・ R社の満足度を高めるためには、R社の望むオムニチャネル戦略を実装する事が特に重要 

・ ECサイト成功のために、⑴長期の継続支援⑵BVNの継続⑶オムニチャネル戦略の導入が重要 

 

(3)交渉の進め方 
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審査員用資料 

図 1 ロボット論点の独占的利用期間での要素の関連表 

 

 

図 2  EC 開発論点での項目の関連表 

 
 

図 3 リスクヘッジ条項 

 

※時間がある場合は、上記条項を合意書に盛り込む。 


